
























習Ⅱを位置付ける (第２節)｡ その上で､ 活動
内容を確認し､ 何が得られていたのかを確認す







考力｣ の育成を目的とする｡ ｢思考力｣ とは､
問題を発見し､ その問題に関する情報を的確に
収集・分析し､ 論理的思考を通して､ 問題の解








A Study of Marketing through Organizational Socialization
－ Through “Basic Seminar Ⅱ”－
中村学園大学 流通科学部
明 神 実 枝・大 川 洋 史
１ ｢社会人基礎力｣ は ｢職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくために必要な基礎的な力｣ として経済産業省
によって年から提唱されているもので､ ｢前に踏み出す力｣､ ｢考え抜く力｣､ ｢チームで働く力｣ の３つの能力
(の能力要素) から構成されている (の要素については､ 本稿の表２参照)｡
こうした能力を提唱する背景について､ 経済産業省は､ 年代以降のビジネス環境の変化 (特に国内市場の成
熟化､ 	
化の進展)､ 教育環境の変化 (特に家庭や地域社会の教育力の低下､ 大学進学率の上昇) の中で､ 職場等で
求められている能力が変化しているという事態への対応に言及している｡ そして､ ｢基礎学力｣ ｢専門知識｣ に加え､
それらをうまく活用していくための ｢社会人基礎力｣ を意識的に育成していく必要があると述べている｡ (経済産業
省 ｢社会人基礎力に関する研究会 ｢中間取りまとめ｣｣ 平成年１月日)



































ける訳であるが､ この点で ｢社会人基礎力｣ の
育成が視野に入ると言える４｡
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２ ｢プロジェクト演習｣ とは､ 異なる経験や知識を持つ者が集まり､ ディスカッションによって理解を深め､ 共同
で調査研究を行う学習方法である｡
３ 中村学園大学の建学の精神の一つで､ 教育研究の基本として位置付けられている ｢理論と実際の統合｣ とは､ ｢理
論と実際の統合を図り､ 学問と生活の融合を重んじ教育と研究に努める｣ とされている｡
４ 脚注１で説明したように､ 社会人基礎力の定義は ｢職場や地域社会の中で多様な人々とともに仕事をしていくた
めに必要な基礎的な力｣ であり､ 就職のため等の一過性の取組みではなく､ 基礎学力や専門的な知識・スキルと合
わせて発揮される能力の修得が意図されている｡
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５ 清水 () は､ 消費者が発信する情報を実際に商品化させるというプロセスを､ 単なる試みではなく事業シス
テムの柱としている ｢空想生活｣ (｢エレファントデザイン株式会社｣ 運営) を例に挙げながら分析している｡
６ 例えば､ ｢キュービック｣ や ｢スチューデント・イノベーション・カレッジ (通称：カレ)｣ は複数の大学から参























































識するために､ 授業開始前 (事前) と授業終了
























－平成年度 流通科学部 ｢総合演習 Ⅱ｣ を通じて－
―	―
























そこで､ アンケートは経済産業省 () に
記載されている社会人基礎力の評価項目を採用
する｡ 具体的には､ 経済産業省 () におい
て､ ｢３つの力｣ の下位分類となる ｢の要素｣


















１. 第１段階：アウトプット １ ２ ３ ４ ５
２. 第１段階：リーダーシップ役の役割 １ ２ ３ ４ ５
３. 第１段階：チームワーク １ ２ ３ ４ ５
４. 第１段階：自分の貢献・コミットメント １ ２ ３ ４ ５
５. 第１段階：全体的な自分の満足度 １ ２ ３ ４ ５
６. 第２段階：アウトプット １ ２ ３ ４ ５
７. 第２段階：リーダーシップ役の役割 １ ２ ３ ４ ５
８. 第２段階：チームワーク １ ２ ３ ４ ５
９. 第２段階：自分の貢献・コミットメント １ ２ ３ ４ ５
. 第２段階：全体的な自分の満足度 １ ２ ３ ４ ５
社会化を伴うマーケティングの可能性









































７. 目標に向かっている途中でも､ あきらめが早い方だ 	 

８. 失敗を恐れず､ とにかくやってみようとする｡ 	 

















































































作成｣ であった｡ 現状だけでなく､ なぜ各部





















































































とした ｢明太子｣ あるいは ｢明太子を使った

















１回 オリエンテーション：自己紹介､ グループ分け､ 授業概要 ９月日(水)
【段階１】
２回 グループ別学習① ｢株式会社ふくや概要｣ (ふくやによる講演) ９月日(水)
３回 グループ別学習② ｢物流課業務内容｣ (現場見学９名) ９月日(水)
４回 グループ別学習③ ｢製造課業務内容｣ (現場見学名) 月５日(水)
５回 グループ別学習④ ｢営業課業務内容｣ (現場見学名) 月日(水)







































































































































成果としての制作物 ｢部門史｣ ・ ｢企画
書｣
で説明したように､ 段階１の成果は部門















－平成年度 流通科学部 ｢総合演習 Ⅱ｣ を通じて－
――
表３ 段階１ ｢部門史｣ の概要






(ふくや､ 明太子誕生の経緯､ 明太子開発の秘話､ 塩分濃度の研究)
・工場の歴史
(全工程手作業による製造､ 昭和年 第一工場設立､ 昭和年 第二工





(昭和年 導入 包装紙・看板統一､ 昭和年 航空便利用による全



































した｡ そして､ 第回目の授業 (最終発表会終
了後：事後) には､ 上記の２つのアンケートに
回答した｡ 以下では､ その結果を報告する｡
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グラフのラベル 質問項目


































 繰り返しになるが､ そもそも創発はコントロールが極めて困難な現象であり､ その実践や仕組みの研究は容易で
はない｡ そのようなマーケティング活動の成果をどのように評価するかについては､ その評価基準に依存する｡ も
しマーケティング活動の成功を､ 特定の商品・製品のヒットよって評価するならば､ 日常的に各企業で実際に行わ
れているマーケティング活動のほとんどが失敗だということになる｡


































































や ｢チームワーク｣ (１パーセント有意) が改

































































































したい｡ ただし､ 本稿における誤診は､ すべて
筆者の責に帰するものである｡
なお､ 本稿は平成－年度中村学園大学流
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